
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（実績）

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

■事業経費

5,799,625 0

懐中電灯800円×480個×1.05＝403,200円　単1乾電池
250×960個×1.05＝252,000円　ガソリン携行缶（10ℓ）
6,800円×6個×1.05＝42,840円　床シート（3.6×5.4）
3,000円×210枚×1.05＝661,500円　アルファ化米300円
×1,200食×1.05＝378,000円　カンパン200円×1,280食
×1.05＝268,800円　腕章　500円×20枚×6ヶ所×1.05
＝63,000円　防滴型拡声器　25,000円×6ヶ所×1.05＝
157,500円　非常用飲料水タンク（20ℓ）2,250×5個×6ヶ所
×1.05＝70,785円　その他（飲料水・紙コップ・トイレット
ペーパー・軍手・電気コード・ホース）100,000円

指　標 目　標　値 達　成　値

委託料 3,402,000

どのような成果が現れます（現れました）か？

発生した災害に対して、迅速かつ的確な応急対策活動を行うことが可能となります。
平常時から資機材の備蓄や防災拠点等の整備を行うことにより、防災対策の強化を図ることができま
す。
今後も、引き続き備蓄資機材や施設の整備を行っていくことにより、より一層災害時への備えを強化
していきます。

事務事業名 防災拠点施設整備費

実
績

担当部課 総務企画部地域安全課
担　当 危機管理担当

サブリーダー 阿久津　道　央

計
画

災害に対する基礎的な備えは、各家庭において備蓄しておくことが望ましいのですが、長期にわ
たる避難生活等の場合には各個人での対応には限界があります。
大規模災害発生時に備蓄資機材が不足することを想定し、主として避難所で住民が使用する資
機材を追加整備するとともに、平成20年度防災訓練避難所訓練等を検証し、備蓄品として必要と
される資機材を購入しようとするものです。また、防災拠点施設となる小学校の給水施設に対し
て、緊急遮断弁取付を行います。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

防災拠点活動の数

７箇所

防災拠点等給水施設　緊急遮断弁取付　3年計画の1年目とし
て小学校２校分(西小学校・北小学校)1,620,000円×1.05×2ヶ
所

細　節 金　額 積　算　根　拠

消耗品 2,397,625

特　記　事　項

役場災害対策本部と地域防災計画による防災拠点(６箇所)の数
阿久津小学校　西小学校　中央小学校　北小学校　東小学校　上高根沢小学校

金　額 特　記　事　項細　節

特　記　事　項

受益者負担金
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事業の分類 既存事業

予算科目
コード

流用額

予算現額

計

差引（一般財源）

その他の特定財源

国庫支出金

県支出金

地方債

決　算 決算額

財
　
源

予
　
算

当初予算額

補正予算額

計　画 実　績

5,799,625

0

5,799,625


